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◆
初
め
て
の
自
分
の
家

―
東
京
府
北
多
摩
郡
武
蔵
野
村
吉
祥
寺
野
田
南
一
八
二
〇

山
本
有
三
は
、大
正
15（
1
9
2
6
）年
３
月
、東
京
府
北
多
摩

郡
武
蔵
野
村（
現
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
本
町
）の
二
四
〇
坪
の
土
地

に
、初
め
て
の
持
ち
家
を
建
て
ま
し
た
。

当
時
の
有
三
は
、「
生
命
の
冠
」（
大
正
９
年
）な
ど
の
成
功
に

よ
っ
て
劇
作
家
と
し
て
の
活
動
が
軌
道
に
乗
り
、文
筆
で
生
計

を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
折
し
も
、家
の
新

築
を
決
め
た
同
時
期
に
朝
日
新
聞
社
学
芸
部
長
で
あ
る
土
岐
善

麿
か
ら
長
編
小
説
の
連
載
を
懇
請
さ
れ
、新
居
を
拠
点
に
作
家

と
し
て
の
新
た
な
挑
戦
に
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

連
載
を
抱
え
て
い
た
こ
ろ
の
有
三
は
ひ
ど
く
張
り
詰
め
、邸

宅
に
も
年
々
、執
筆
に
集
中
す
る
た
め
の
増
改
築
が
ほ
ど
こ
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。「
波
」連
載
中
の
昭
和
３（
1
9
2
8
）年
に

は
、隣
家
が
騒
が
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
二
階
に
新
た
な
書
斎

を
増
築
。「
女
の
一
生
」の
執
筆
に
追
わ
れ
て
い
た
昭
和
７
年
頃

に
は
、書
斎
へ
の
階
段
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
取
り
付
け
、一
階
の

声
が
筒
抜
け
に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

《第19回　秋の朗読会》
令和５年11月３日開催

有三とゆかりの深い祝日である「文化の日」の夕べ、第19
回目となる秋の朗読会を開催しました。今回は、文学座の
大滝寛さんをお招きし、有三の代表的な戯曲作品「米百俵」
を朗読していただきました。現在の苦境を耐え忍び、未来
の人材育成に力を注いだ長岡藩の大参事・小林虎三郎を熱
演した大滝さん。藩士たちを説く切々とした声音に聴き入
る参加者の姿が印象的でした。

《アフタヌーン・ミニコンサート》
令和５年７月23日、８月13日、12月10日開催

年に３回にわたり開催しているアフタヌーン・ミニコンサー
トでは、回ごとにフルートやヴァイオリン、オーボエといっ
た様々な楽器の演奏を聴くことができます。７月、12月は、
みたかジュニア・オーケストラのみなさん、８月は、クラリ
ネット奏者の人見剛さんとフルート奏者の村野直子さんに
ご出演いただきました。趣深い洋館のなかで、多彩な管弦
楽の音色に耳をかたむける、素敵なひとときとなりました。

山本有三は、参議院議員としての６年の任期を務め終えると、表舞台から退く

かのように湯河原へ移り住みました。古い平屋を購入して母屋とし、東の傾斜地

に仕事場として二階建ての離れを増築。母屋と離れとを長い廊下でつなぎ、北側

はすべて書棚に、南側は高窓にしつらえました。さらに母屋の玄関と応接間を改

造したほか、門を新築するなど、こだわりを尽くした邸宅を建てています。特に家

の顔とも言える門への入れ込みようは、家族が「門のこと以外には何も考えられ

ないのではないかと思うほど」＊で、大工の瀬戸良治氏と熱心に打合せを重ね、門

灯の位置やのぞき窓の大きさなどの細かい仕様にも手を抜かず、心を砕きました。

記念館が所蔵する有三自筆のスケッチには、精緻な門の鉛筆画に、各部材の寸

法等が細かく書き込まれており、有三の熱中ぶりがありありと伝わってきます。
＊永野朋子『いいものを少し　父　山本有三の事ども』（独歩書林　平成 10 年３月）

事 業 報 告

コラム 湯河原邸　門へのこだわり

湯河原邸　門改修の下絵（昭和 29年頃）

山
本
有
三　

住
ま
い
の
履
歴

�

―
活
動
を
支
え
た
家
―

《ガイドボランティア》
土・日・祝日の午後１時から４時まで解説を行っています。事前申込は不要ですので、お気軽に声をおかけください。
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有
三
は
、武
蔵
野
村
の
邸
宅
で「
東
京
・
大
阪
朝
日
新
聞
」に

四
作
の
長
編
小
説
を
連
載
し
、作
家
と
し
て
の
名
を
確
固
た
る

も
の
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

◆
広
大
な
洋
風
建
築

―
東
京
府
北
多
摩
郡
三
鷹
村
下
連
雀
九
一

高
名
と
な
る
一
方
で
、多
忙
を
極
め
た
有
三
は
、昭
和
10
年
頃

に
は
不
眠
症
な
ど
に
よ
っ
て
体
調
を
著
し
く
悪
化
さ
せ
、武
蔵

野
村
か
ら
の
転
居
を
検
討
し
始
め
ま
す
。
健
康
に
よ
く
、執
筆

に
集
中
で
き
る
静
か
な
環
境
の
邸
宅
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

麦
畑
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
地
に
そ
び
え
る
三
鷹
村
の
洋
風
建
築

に
め
ぐ
り
合
い
、昭
和
11
年
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

三
鷹
の
邸
宅
は
、一
一
六
九
坪
の
土
地
に
建
つ
地
上
二
階
地

下
一
階
の
、一
家
族
が
暮
ら
す
た
め
に
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の

広
さ
で
、有
三
は
二
階
の
二
部
屋
を
和
・
洋
書
斎
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。
自
然
豊
か
な
環
境
の
な
か
で
健
康
を
回
復
さ
せ
な

が
ら
代
表
作「
新
編　

路
傍
の
石
」を
は
じ
め
と
す
る
作
品
を
発

表
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、国
内
情
勢
の
緊
迫
化
と
と
も
に
検
閲
は
厳
し
さ
を

増
し
、作
家
と
し
て
の
活
動
は
思
う
に
任
せ
ぬ
も
の
と
な
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
時
勢
に
あ
っ
て
、有
三
は
、作
家
業
に
と

ど
ま
ら
な
い
多
角
的
な
活
動
を
旺
盛
に
展
開
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

昭
和
17
年
に
は
、一
階
の
応
接
間
を
利
用
し
て
、近
隣
の
子
ど
も

た
ち
に
蔵
書
を
開
放
す
る「
ミ
タ
カ
少
国
民
文
庫
」を
開
設
。
昭

和
21
年
に
は
、自
ら
の
手
で
有
識
者
を
呼
び
集
め
、邸
内
に
私
設

の
国
語
研
究
所
を
開
設
す
る
な
ど
、三
鷹
の
邸
宅
を
暮
ら
し
の

場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、公
的
な
活
動
の
基
盤
と
し
て
い
ま
す
。

◆
こ
だ
わ
り
抜
い
た
理
想
郷

―
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
湯
河
原
町
宮
上
三
三
九
ノ
一

戦
後
の
有
三
は
、昭
和
22
年
に
第
一
回
参
議
院
議
員
選
挙
に

て
当
選
を
果
た
し
、議
員
時
代
を
大
森
区
新
井
宿（
現
大
田
区

山
王
）で
過
ご
し
ま
し
た
が
、昭
和
28
年
、６
年
間
の
任
期
を
満

了
す
る
と
、神
奈
川
県
足
柄
下
郡
湯
河
原
町
へ
移
住
し
ま
し
た
。

古
い
平
屋
を
購
入
し
、こ
こ
で
も
自
ら
が
見
込
ん
だ
大
工
と
綿

密
な
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
な
が
ら
、書
斎
を
含
む
離
れ
の
増
築

や
門
の
改
修
な
ど
、隅
か
ら
隅
ま
で
こ
だ
わ
り
抜
い
た
理
想
の

邸
宅
を
造
り
上
げ
ま
し
た
。

有
三
は
、こ
の
湯
河
原
の
邸
宅
を“
理
想
郷
”と
称
し
、昭
和

49
年
に
亡
く
な
る
ま
で
の
約
20
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
古
代

史
の
研
究
に
没
頭
す
る
日
々
を
送
り
ま
し
た
が
、86
歳
と
い
う

老
齢
に
し
て
、「
濁
流　

雑
談　

近
衛
文
麿
」の
連
載
を
開
始
し

ま
す
。
心
身
の
力
の
限
界
か
ら
、未
完
の
ま
ま
絶
筆
と
な
っ
た

も
の
の
、有
三
の
創
作
へ
の
情
熱
を
最
後
ま
で
支
え
た
の
が
、理

想
郷
で
あ
り
終
の
棲
家
と
な
っ
た
湯
河
原
の
邸
宅
で
し
た
。

武
蔵
野
・
三
鷹
・
湯
河
原
を
は
じ
め
と
す
る
個
性
豊
か
な
家
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、有
三
は
実
に
多
彩
な
活
動
に
奔
走
し
、多
く

の
事
業
を
成
し
遂
げ
た
の
で
し
た
。（

文
芸
企
画
員
・
学
芸
員　

三
浦
穂
高
）

（7月23日）

（8月13日）

（12月10日）

会
期

令
和
６
年
３
月
16
日
（
土
）
～
９
月
１
日
（
日
）



た
た
め
、有
三
の
栃
木
時
代
は
再
度
途
切
れ
た
。
し
か
し
、明
治

四
十
年（
一
九
〇
七
）九
月
に
有
三
の
第
六
高
等
学
校
合
格
を
喜

ん
で
い
た
元
吉
が
急
逝
し
、入
学
を
断
念
し
た
有
三
は
帰
郷
し
、

家
業
を
継
い
だ
た
め
、栃
木
で
の
暮
し
が
再
開
さ
れ
た
。

家
業
を
継
い
だ
も
の
の
、学
問
へ
の
思
い
は
止
ま
ず
、明
治

四
十
二
年（
一
九
〇
九
）七
月
に
第
一
高
等
学
校
合
格
を
機
に

再
々
度
上
京
し
た
。
こ
の
後
、戦
時
中
の
疎
開
期（
昭
和
十
九

年〔
一
九
四
四
〕四
月
～
同
二
十
年〔
一
九
四
五
〕九
月
）を
除
き
、

有
三
が
再
び
栃
木
の
街
で
暮
ら
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

３
．
栃
木
で
の
暮
し

有
三
は
一
人
息
子（
姉
が
い
た
が
夭
折
）で
あ
っ
た
が
、栃
木

の
家
に
は
両
親
の
他
に
い
と
こ
た
ち
が
入
れ
か
わ
り
同
居
し
て

い
た
。
有
三
の
作
品
に
出
て
く
る
兄
弟
像
は
、こ
の
い
と
こ
た

ち
と
の
関
係
に
基
づ
く
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、作
品
の

兄
弟
は
対
立
し
、争
う
場
合
が
多
い
が
、有
三
が
い
と
こ
た
ち

と
対
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
初
恋
の
相
手
も
母
方
の
い

と
こ
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、そ
の
実
ら
な
か
っ
た
淡
い
恋
心
は
、

後
に『
女
の
一
生
』の
冒
頭
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、友
人
た
ち
と
錦
着
山
で
の
崖
滑
り
や
巴
波
川
で
の
水

泳
、池
で
の
魚
釣
り
な
ど
活
発
に
遊
ん
で
お
り
、餓
鬼
大
将
気

質
で
あ
っ
た
と
い
う
証
言
が
あ
る
。
さ
す
が
に
吾
一
少
年
の
よ

う
に
鉄
橋
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
経
験
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、何

事
に
も
一
生
懸
命
に
な
る
性
格
は
、こ
の
時
期
か
ら
す
で
に
う

か
が
え
る
。

ま
た
、明
治
三
十
二
年（
一
八
九
九
）に
栃
木
町
に
演
劇（
後

に
は
映
画
）の
劇
場
と
し
て
明
治
座
が
開
設
し
、芝
居
好
き
で

あ
っ
た
母
親
の
ナ
カ
に
連
れ
ら
れ
て
歌
舞
伎
や
壮
士
劇
な
ど
に

多
く
触
れ
た
。
こ
の
経
験
は
、有
三
が
戯
曲
作
家
と
し
て
世
に

出
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

有
三
は
上
京
後
か
な
り
の
期
間
ふ
る
さ
と
で
あ
る
栃
木
に
あ

ま
り
良
い
印
象
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、本
人

の
人
格
や
作
品
の
背
景
、登
場
人
物
の
描
写
な
ど
に
栃
木
で
の

暮
し
が
影
響
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
有
三
作
品
に
は
、

栃
木
時
代
を
は
じ
め
と
し
た
家
族
、暮
し
、経
験
が
散
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
。
作
品
の
現
実
感
や
そ
の
描
写
力
は
、実
体
験
に

裏
打
ち
さ
れ
た
上
に
、き
っ
ち
り
と
下
調
べ
を
し
て
書
く
と
い

う
強
い
こ
だ
わ
り
の
結
果
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

１　

友
田
博
通
氏
は
、栃
木
の
街
の
店
舗
兼
住
宅
の
建
築
様
式
や『
路
傍

の
石
』に
登
場
す
る
家
の
表
現
な
ど
を
参
考
に
、こ
の
家
の
間
取
り
を

推
定
し
平
面
図
を
作
成
し
て
い
る
。（「
三
鷹
の
家
と
山
本
有
三
の
原

風
景
」『
三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
館
報
』第
十
七
号
、平
成
三
十
年

（
二
〇
一
八
）、三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
）

２　

こ
の
駐
車
場
に
は
、有
三
の
家
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
稲
荷
社
の
祠
が

残
さ
れ
て
い
る
。
一
時
期
は
屋
上
に
あ
っ
た
が
、現
在
は
駐
車
場
の
一

画
に
あ
る
。
昭
和
六
十
一
年（
一
九
八
六
）二
月
に
は
、永
野
賢
・
朋
子

夫
妻
も
現
地（
当
時
は
屋
上
）で
確
認
し
て
い
る
。（『
う
ず
ま
っ
こ
』№

一
一
四
、ふ
ろ
ん
て
ぃ
あ
）

３　
「
生
家
」に
つ
い
て
は
母
親
の
実
家
が
あ
っ
た
壬
生
誕
生
説
、父
親
の

出
身
地
で
あ
る
宇
都
宮
誕
生
説
な
ど
も
あ
る
が
、永
野
氏
に
よ
り
否
定

さ
れ
て
お
り
、栃
木
町
説
が
定
説
で
あ
る
。
た
だ
し
、そ
の
所
在
地
に
つ

い
て
は
地
番
変
更
や
住
所
表
記
変
更
等
も
あ
り
、永
野
説
が
主
流
な
が

ら
地
元
で
は
異
説
も
あ
る
た
め
、今
後
の
資
料
発
見
や
研
究
の
深
化
を

待
ち
た
い
。

４　

後
の
栃
木
第
一
小
学
校
。
第
二
小
学
校
と
合
併
し
、栃
木
中
央
小
学
校

と
な
る
。
跡
地
は
栃
木
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
お
り
、敷
地
内

に
は
旧
栃
木
市
民
会
館
か
ら
移
設
し
た
文
学
碑（
有
三
自
筆
の「
自
然
は

急
が
な
い
」を
拡
大
し
た
も
の
）が
あ
る
。

主
要
参
考
文
献

栃
木
市
『
栃
木
市
史　

資
料
編　

近
現
代
Ⅱ
』
昭
和
五
十
八
年

　
　
　
　
（
一
九
八
三
）、栃
木
市

永
野
賢『
山
本
有
三
』（
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
３
３
）昭
和
六
十
一
年

　
　
　
　

 （
一
九
八
六
）、新
潮
社

同『
山
本
有
三
正
伝　

上
巻
』昭
和
六
十
二
年（
一
九
八
七
）、未
来
社

永
野
朋
子『
い
い
も
の
を
少
し　

父 

山
本
有
三
の
事
ど
も
』平
成
十
年

　
　
　
　
（
一
九
九
八
）

１
．
有
三
の「
生
家
」に
つ
い
て

有
三
の「
生
家
」に
つ
い
て
は
永
野
賢
氏
の『
山
本
有
三
正
伝　

上
巻
』を
は
じ
め
と
す
る
研
究
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
諸

説
あ
る
も
の
の
、こ
こ
で
は
現
在
通
説
と
な
っ
て
い
る
永
野
説

に
よ
っ
て
お
き
た
い
。

有
三
の
出
生
地
は「
栃
木
県
下
都
賀
郡
栃
木
町
栃
木
七
十
一

番
地
」で
あ
り
、大
通
り
に
面
し
た
間
口
二
間
半
の
二
階
家
の

貸
家
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
有
三
の
父
で
あ
る
元
吉
は
呉
服
屋
を

営
ん
で
い
た
。
そ
の
商
売
は
、高
級
品
を
主
と
し
て
い
た
と
さ

れ
、必
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、有
三
が
生
ま

れ
た
翌
年（
明
治
二
十
一
年〔
一
八
八
八
〕）頃
に
は
店
を
た
た
み
、

路
地
裏
の
仕
舞
屋
１
へ
転
居
し
た
。
そ
の
転
居
先
が
現
在
確
認

で
き
る
最
古
の
除
籍
謄
本（
右
画
像
）に
記
載
さ
れ
て
い
る「
栃

木
八
十
一
番
地
」（
後
に
四
百
三
十
六
番
地
）と
な
る
。（
実
際
に

は
こ
の
土
地
を
さ
ら
に
分
筆
し
、大
通
り
に
は
面
し
て
い
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
栃
木
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
駐
車
場
２
）

こ
の
地
で
元
吉
は
そ
れ
ま
で
の
店
商
い
か
ら
富
商
や
素
封
家
の

お
得
意
を
対
象
と
し
た
担
ぎ
商
い
へ
と
手
法
を
変
え
、営
業
し

て
い
た
。
有
三
の「
い
い
も
の
を
少
し
」と
い
う
考
え
は
父
親
譲

り
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

有
三
は
生
後
一
年
程
度
で
転
居
し
て
い
る
た
め「
生
家
」の

記
憶
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、転
居
後
の
家
が
栃
木
で
の
自
分

の
家
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、後
に
本
人
が
書
き

残
し
た
栃
木
の
暮
し
は
、そ
れ
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、有
三
が
栃
木
時
代
に
暮
ら
し
た
家
の
詳
し
い

様
子
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、残
さ
れ
た
資
料
も
限
ら

れ
て
お
り
、詳
細
な
所
在
地
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
現
状
３
と

な
っ
て
い
る
。

２
．
有
三
の
栃
木
時
代

有
三
が
生
ま
れ
た
の
は
明
治
二
十
年（
一
八
八
七
）七
月

二
十
七
日（
戸
籍
上
は
九
月
一
日
）で
あ
り
、同
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）四
月
に
は
栃
木
幼
稚
園（
現
存
し
て
い
な
い
）に
入

園
し
て
い
る
。
こ
の
幼
稚
園
は
栃
木
町
に
初
め
て
で
き
た
私
立

幼
稚
園
で
、栃
木
第
二
小
学
校（
現
在
の
栃
木
中
央
小
学
校
）の

西
南
側
校
庭
の
一
部
を
使
用
し
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、有
三

の
家
か
ら
は
四
、五
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
っ
た
。

明
治
二
十
七
年（
一
八
九
四
）四
月
に
栃
木
尋
常
小
学
校
４
へ

入
学
、同
三
十
一
年（
一
八
九
八
）三
月
に
卒
業
、同
年
四
月
に

高
等
小
学
校
へ
入
学
し
、同
三
十
五
年（
一
九
〇
二
）三
月
に
卒

業
し
た
。
在
学
中
は
首
席
で
通
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
時
期
に
は
小
学
校
の
近
く
に
あ
っ
た
漢
学
塾（
中
島
靖
に

よ
る「
明
誼
学
舎
」）に
も
通
っ
て
い
る
。

明
治
三
十
五
年
四
月
末
、有
三
は
東
京
の
呉
服
店
に
奉
公
に

出
る
こ
と
と
な
っ
た
。
有
三
自
身
は
中
学
進
学
を
望
ん
で
い
た

が
、跡
継
ぎ
と
し
て
商
売
の
修
行
が
必
要
と
考
え
て
い
た
元
吉

の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
有
三
が
進
学
を
希
望
し
た

栃
木
中
学（
現
在
の
県
立
栃
木
高
等
学
校
）は
、明
治
二
十
九
年

（
一
八
九
六
）に
創
立
さ
れ
た
も
の
で
、当
時
有
三
は
小
学
校
三

年
生
で
あ
っ
た
。『
路
傍
の
石
』に
も
次
野
先
生
が
吾
一
た
ち
に

中
学
が
出
来
る
話
や
進
学
を
薦
め
る
話
が
登
場
す
る
。『
路
傍

の
石
』が「
自
伝
的
」小
説
と
い
わ
れ
る
一
つ
の
場
面
で
あ
る
が
、

吾
一
は
経
済
的
事
由
に
よ
り
進
学
が
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、有

三
の
場
合
は
理
由
が
異
な
っ
て
い
る
。

元
吉
は
教
育
に
対
し
て
理
解
が
な
か
っ
た
よ
う
な
説
が
あ
る

が
、幼
稚
園
や
漢
学
塾
へ
通
わ
せ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

む
し
ろ
教
育
熱
心
な
父
親
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
誤
解

は
、元
吉
の
目
的
が
自
分
の
後
を
継
い
で
欲
し
い
と
い
う
も
の

で
あ
り
、有
三
の
思
い
と
は
違
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、有
三
の
教
育
を
重

視
す
る
考
え
は
、自
分
が
学
ん
で
き
た
こ
と
や
父
親
か
ら
与
え

ら
れ
た
教
育
の
機
会
に
よ
る
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

進
学
の
夢
を
絶
た
れ
、奉
公
へ
出
た
有
三
で
あ
っ
た
が
、明

治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
）三
月
に
は
栃
木
へ
戻
っ
て
き
て
し

ま
っ
た
。
本
人
や
当
時
の
同
僚
な
ど
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、あ
ま

り
良
い
奉
公
人
、修
行
態
度
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
、

母
親
の
応
援
に
よ
り
父
親
の
承
諾
を
得
て
、明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
）一
月
に
再
度
上
京
し
、勉
学
に
励
む
こ
と
と
な
っ

山
本
有
三
の「
生
家
」と
栃
木
で
の
暮
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

達
也
（
栃
木
市
立
文
学
館　

学
芸
員
）
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